








るが、問題が残る熱交換器については、更に精密な

診断業務を行っている。

設備診断システムは、個々の評価技術を持った単

独システムが多い。その結果、診断データが保全計

画にリンクし難い。設備診断と保全計画の循環体制

の仕組み作りが急務である。

7．他システムとの連携

東ソー四日市事業所・設備管理部と東ソー機工は、

MCS２以外に、日常工事の『安全』と日々のプラン

ト故障対応をテーマにした、『日常工事管理システム』

を運用している。このシステムは、製造部門の環境

に関する安全指示と保全部門の作業に関する安全指

示を融合し、先端作業者への安全意識を喚起させ、

運転中の現場工事を安全に完工させるシステムであ

る。これらの工事記録は、必要（内容）に応じて

MCS２にデータが吸い上げられるシステムとなって

いる。

また、中期保全計画の立案、修繕予算の編成など

部門間のコスト・マネージメントに関するシステム

を含めて、LMMS（Local  Maintenance  Management

System）と称して四日市ローカルシステムの位置づ

けとして部門環
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